（遵守事項）
第11条 　労働者は、以下の事項を守らなければならない。
1 許可なく職務以外の目的で会社の施設、物品等を使用しないこと。
2 正当な理由なく遅刻、早退または欠勤しないこと。
3 上司の指示・命令に従い、報告を怠らず、同僚と協調して職務を遂行すること。
4 職務に関連して自己の利益を図り、又は他より不当に金品を借用し、若しくは贈与を受ける等不正な行為を行わないこと。
5 勤務に関する手続き、その他の届け出を怠ったり、偽ったりしないこと。
6 勤務中は職務に専念し、正当な理由なく勤務場所を離れないこと。
7 勤務時間中は、私用電話、私用メールや業務に関係のないインターネットの閲覧等の私事の用務を行わないこと。
8 会社の名誉や信用を損なう行為をしないこと。
9 自らの職務の権限範囲を超える行為はしないこと。
10 他の従業員の業務を妨害したり、故意に業務能率を低下させるような行為はおこなわなないこと。
11 在職中及び退職後においても、業務上知り得た会社、取引先等の機密を漏洩しないこと。
12 酒気を帯びて就業しないこと。
13 会社内で賭博、その他職場秩序を乱す行為をしないこと。
14 会社の許可なく、会社の施設内において、組合活動、政治活動、宗教活動など、業務に関係しない行動は行わないこと。
15 会社の許可なく、会社の業務に関する事項について、著作・講演などをしないこと
16 その他労働者としてふさわしくない行為をしないこと。
17 その他、会社が定める諸規則、会社の通達および通じ事項を遵守すること。
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